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提出日：２０２１年３月１日 

公益財団法人 海外子女教育振興財団 

AG5 事務局 宛 

 

2020 年度 AG5 報告書 

１．報告者 

（１）学校名 リオデジャネイロ日本人学校 

（２）氏名 校長：渡辺 稔    研究主任：吉村正浩 

２．実施体制 

本校：校長―研究主任―教員 （サンパウロ日本人学校と連携した） 

 

３．テーマ 

ICT を活用した遠隔での教育の質向上のためのプログラム開発 

４．目的と概要 

目的：ICT を活用した遠隔合同研修会・遠隔授業を通して、教育の質を向上させるためのテー

マ設定・研修方法・ICT の効果的活用法を開発する。 

 

研究主題：「多様性を受け入れ、柔軟で豊かなコミュニーケーション力をもち、協働できる子

どもの育成」 

 ＊「グローバル人材の育成」をめざし、サンパウロ日本人学校と話し合って決定した。 

 

成果：遠隔教育（授業・研修）に関するプログラム開発 

    遠隔教育を実施し、成果と課題、解決策等について整理した。  

    ＜遠隔授業＞ ＊さまざまな授業形態での遠隔授業の実践 

     Ａ サンパウロ日本人学校との合同授業（低学年部会、高学年部会、中学校部会） 

     Ｂ 外部講師による職業人講話 

     Ｃ 本校の授業や行事 

    ＜遠隔研修＞ 

     Ｄ サンパウロ日本人学校との担当者会議、合同研修会、各部会での話し合い 

     Ｅ サンパウロ日本人学校との相互の授業見学 

     Ｆ AG5 の４校合同研修会参加 

     Ｇ 自校でのオンライン授業や行事についての情報交換、話し合い、研修等 
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５．今年度実施した取組み（※研究会や出張等は日程も含め記載してください） 

４月 1 日 Zoom ミーティングの学校利用４０分制限解除について調査、申請 

   2 日 新派遣教員の Zoom ミーティングに関する研修 

   3 日 Zoom ミーティングの脆弱性について検討 

  13 日  遠隔授業を Cisco Webex meetings で行うことを決定 

   4 日 保護者に遠隔入学式、遠隔授業についての事前調査 

   5 日 保護者に遠隔入学式、遠隔授業についての個別説明 

   6 日 保護者に遠隔入学式、遠隔授業についての個別説明 

   7 日 保護者とオンライン接続実験 

   9 日 保護者と入学式リハーサル（オンライン） 

  13 日  Cisco Webex meetings での授業予約教員研修（１〜４時間目） 

  10 日 遠隔時間割表作成（各授業 URLをエクセル時間割のセルにハイパーリンクとして 

  13 設定） 

  12 日 保護者とオンライン接続実験 

  13 日 遠隔入学式（入学生保護者以外は、家庭からオンライン） 

  14 日 遠隔授業開始（教員は学校と日本から接続、８：１５〜１１：４０（授業は 30 分

×４時限で、国語、社会、算数・数学、理科、英語、家庭（５・６年のみ）を実

施、朝の会、中休み、終わりの会は全校で実施。）。職員打ち合わせも、毎日オン

ラインで実施。 

  24 日 第７回 AG５合同研修会 

 

５月 7 日  保護者に「Zoom meetingsへの移行のお願い」を送信 

  13 日  第１回ＡＧ５に関する SP・RJ合同研修会 

  13 日  （小学１・２年、３・４年、５・６年、中学部で教員交流） 

＊サンパウロ日本人学校を「SP」,リオデジャネイロ日本人学校を「RJ」と表記する 

   8日 Zoom meetings での授業予約に関する教員研修 

  11 日 中学生は、５時間目の授業開始 

  12 日、13 日 保護者に Zoom meetings の設定・説明を個別に実施 

  14 日 遠隔個人懇談 

  13 日  保護者に遠隔時間割（５月１８日からの Zoom meetings による授業用。各授業 URL

をエクセル時間割のセルにハイパーリンクとして設定）を配布 

  15 日 保護者と Zoom meetings 接続実験 

  18日 Zoom meetings による遠隔授業開始 

  25 日 第８回 AG５合同研修会 

  13 日  第２回 AG５に関する SP・RJ担当者会議 

   

６月 1 日 RJ遠隔授業 PMIQシート運用開始（本校の教員で、遠隔授業に関する、「Ｐ（良

い・分かったこと）、Ｍ（課題）、Ｉ（面白い・工夫）、Ｑ（問い）」や「連絡

板」に自由に記入し、情報を伝えたり、意見を交換したりするために、Googleスプ

レッドシートを作成した。サンホセ日本人学校の実践を参考にした。） 
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  19 日 校内授業見学（中１英語：オンライン） 

  13 日  第３回 AG5 に関する SP・RJ担当者会議 

  24 日 SP中学部ビブリオバトルに本校生徒、教員が参加 

  13 日  第２回 SP・RJ合同研修会 

  25 日 RJ遠隔時間割表を SPと共有フォルダ（Google suie for Education の本校共有フ

ォルダ）で共有 

  26 日 オンライン期末テスト手順等を教員で確認 

  28日 SP遠隔時間割表を共有フォルダで共有 

  29 日 校内授業見学（小１国語：オンライン） 

  30 日 校内授業見学（小４国語：オンライン） 

 

７月 1 日 SP授業見学（小６理科：SPの授業を RJ教員がオンラインで見学） 

   2 日 SP授業見学（中２理科） 

   3 日 SP授業見学（小３国語） 

  13 日  職員研修（ゴール階層図） 

   7 日 RJ授業見学（小４国語：RJの授業を SP教員がオンラインで見学） 

   8日 SP授業見学（小４国語） 

   9 日 第１回 AG5ヒアリング 

  10 日 SP授業見学（中２数学） 

  11 日 新時間割表（小学生は５時間目まで、中学生は６時間目まで授業）を SPとの共有

フォルダにアップロード 

  13 日 新時間割表（音楽、保体・体育、技術家庭、総合等を追加）でオンライン授業継続 

13 日 第 10回 AG５ ４校合同研修会 

  13 日  職員研修（本年度の研究について） 

  14 日 SP授業見学（小５国語） 

  13 日  校内授業見学（中３国語） 

  13 日  職員研修（オンラインでの総合的な学習について） 

  15 日 SP授業見学（小４理科、小４国語） 

  13 日  校内授業見学（小４算数） 

  16 日 SPムビリオバトル（中学部）に参加（中学１年生、教員） 

  13 日  第４回 AG５に関する SP・RJ担当者会議 

  17 日 校内授業見学（小４社会） 

  13 日  職員会議（８月 SP・RJ合同研修会について） 

  24 日 遠隔終業式 

 

   

8月 10 日 遠隔始業式 

  13 日  二学期基本時間割を共有フォルダにアップロード 

  12 日 SP授業見学（小４国語） 

  13 日  総合的な学習の時間のふりかえりを Googleフォームで送信 
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  14 日 SP・RJ合同授業（小学４年、国語） 

  19 日 AG５ヒアリング 

  21 日 第３回 SP・RJ合同研修会 

  24 日 SP授業見学（中学２英語） 

  25 日 第 11回 AG５ ４校合同研修会 

  13 日  保護者に日課及び時間割変更、オンライン授業継続のお知らせ送信 

  27 日 SP・RJ１、２年合同研修 

  28日 SP・RJ１年合同授業（自己紹介・絵日記発表） 

   

９月 1 日 新遠隔時間割（全校６時間授業）による授業開始 

  13 日  転入生歓迎会（オンライン） 

   2 日 職員研修「今後の AG５の４校合同研修への参加体制、研究の『問い』について 

  13 日  SP授業見学（中２英語） 

   9 日 職員会議（オンライン中間テストについて） 

  16 日 職員研修「研究の『問い』、ピラミッド図」 

  17 日 AG５ヒアリング 

  18日 第 12回 AG５ ４校合同研修会 

  22 日 SP・RJ高学年部会「総合的な学習の時間の取り組みについて」 

 

10 月 1 日 転入生歓迎会（オンライン） 

13 日  13 日中学部中間テスト（オンライン） 

SP・RJ低学年部会研修 

   3 日 転入生オンライン授業説明 

   5 日 転入生歓迎会（オンライン） 

   7 日 第１回職業人講話（オンライン） リオデジャネイロの日系企業の方による講話 

   8日 SP・RJ低学年部研修 

   9 日 学校再開説明会（オンライン） 

  14 日 第２回職業人講話（オンライン） 在リオデジャネイロ日本国総領事館の領事によ

る講話 

  16 日 学校再開（対面授業とオンライン授業、午前中） 

  19 日 AG５ ４校合同研修会 

  21 日 AG５ヒアリング 

  23 日 SP・RJ中学部合同発表会（総合的な学習の時間、SP中１、２、RJ中１） 

  27 日 SP・RJ高学年部会の総合的な学習の時間の全体テーマとアンケートについて提案 

 

 

11 月 4 日 リオタイム報告会リハーサル１ 

      SP・RJ高学年部会：総合的な学習の時間のテーマ「つながろう、サン・リオ発見

プロジェクト」、事前アンケートの実施について相談 

11 月 7 日 SP・RJ高学年部会：「総合的な学習の時間 事前アンケート」の実施について依頼 
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11 月 9 日 リオタイム報告会実施要項変更 

  13 日  リオタイム報告会リハーサル２ 

  10 日  リオタイム報告会アンケートのお願い（保護者） 

  11 日  リオタイム報告会（３つの教室と職員室、保護者がオンラインで接続） 

       SP・RJ低学年研修 

  13 日 SP・RJ高学年部会：全体テーマ確認、これからの交流計画について 

  13 日  SP・RJ高学年部会事前アンケート結果 

  16 日 AG５ ４校合同遠隔研修 

  17 日 SP・RJ低学年研修 

  18日 SP・RJ低学年部会研究授業指導案を両校の共有フォルダにアップロード 

  19 日 SP・RJ低学年部会研究授業 

  27 日 親子安全教室（オンライン） 

  30 日 校内 LAN整備工事開始 

   

12 月 2 日 SP・RJ高学年部会合同授業（総合的な学習の時間、SP 小５、RJ 小３、４、６） 

  13 日  SP・RJ低学年部会（研究授業ふりかえり） 

  13 日  校内研修（低学年部会研究授業研究協議） 

   7 日 PTA代表委員会（オンライン） 

  10 日 SP・RJ高学年部会合同授業（総合的な学習の時間、SP 小５、RJ 小３、４、６） 

  13 日  AG５ヒアリング 

  11 日 一部オンライン授業（１８日まで）日本にいる教員が RJ 対面授業を指導 

  14 日 AG５ ４校合同遠隔研修 

  18日 終業式（一部オンライン参加） 

  13 日  職員会議（オンライン） 

 

1 月 15 日 SP・RJ高学年部会合同授業（総合的な学習の時間） 

  13 日  中学校部会合同授業（総合的な学習の時間、SP中１、２、RJ中１） 

  13 日  SP・RJ高学年部会:研究授業について 

  18日 AG５ ４校合同遠隔研修 

  19 日 SP・RJ中学部合同授業打合せ（中１国語） 

  22 日 SP・RJ中学校部会合同授業（総合的な学習の時間、SP中１、２、RJ中１） 

  26 日 SP・RJ中学部合同授業（中１国語） 

  27 日 SP・RJ中学部合同授業（中１国語） 

  29 日 SP・RJ高学年部会合同授業（総合的な学習の時間、SP 小５、RJ 小３、４、６） 

  13 日  SP・RJ中学校部会合同授業（総合的な学習の時間、SP中１、２、RJ中１） 

 

２月 2 日 SP・RJ中学部合同授業（中１国語） 

   3 日 SP・RJ中学部合同授業（中１国語） 

   5 日 SP・RJ中学校部会合同授業（総合的な学習の時間、SP中１、２、RJ中１） 

  10 日 SP・RJ高学年部会合同研究授業(総合的な学習の時間、SP 小５、RJ 小３、４、６） 
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  13 日  SP・RJ中学校部会合同授業（総合的な学習の時間、SP中１、２、RJ中１） 

  19 日 SP・RJ中学校部会合同研究授業（総合的な学習の時間、SP中１、２、RJ中１） 

  13 日  SP・RJ高学年部会合同授業（総合的な学習の時間、SP 小５、RJ 小３、４、６） 

  13 日  AG５ ４校合同遠隔研修：研究発表会（２年次） 

  26 日 SP・RJ高学年部会合同授業（総合的な学習の時間、SP 小５、RJ 小３、４、６） 

 

６．今年度の成果・効果 （※詳細に記載し、成果物があれば添付してください） 

＜遠隔教育＞ ＊さまざまな授業形態での遠隔授業の実践 

 Ａ サンパウロ日本人学校との合同授業（①低学年部会、②高学年部会、③中学校部会） 

 Ｂ 外部講師による職業人講話 

 Ｃ 本校の授業や行事 

＜遠隔研修＞ 

 Ｄ サンパウロ日本人学校との担当者会議、合同研修会、各部会での話し合い 

 Ｅ サンパウロ日本人学校との相互の授業見学 

 Ｆ AG5 の４校合同研修会 

 Ｇ 自校でのオンライン授業や行事についての情報交換、話し合い、研修等 

 

 

 

＜遠隔授業＞ ＊さまざまな授業形態での遠隔授業の実践 

 

Ａ サンパウロ日本人学校との合同授業 

 

①SP・RJ低学年部会合同授業「しらせたいな・見せたいな」（小学１・２年国語） 
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サンパウロ日本人学校の児童にクイズの説明をする 
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＜成果＞ ◯ 相手意識をもって活動できた。 

・相手に伝えたい、どう伝わるだろうと思いながら、クイズを考えたり、絵を

描いたりできた。クイズを見たり聞いたりした人が、どんな気持ちになるか

を考えながら活動した。 

・相手がリオデジャネイロについてどんなことを知っているのだろうかを考

え、それ以外の内容でクイズを考えた。 

・相手にクイズがよく分かるように、カメラを見て話すようにしたり、話す言

葉を選んだりしていた。 

・絵を見せながら話せるように、絵の裏にクイズの文を書いた紙をはる工夫を

した。 

・発表を聞いた相手に感想や質問、よかった所がしっかり言えた。 

・相手の話し方のよかった所について学ぶことができた。 

 

◯ 相手を知る：相手の地域のことや学校のことを知ることができ、発表してい

る相手のクイズの内容や発表の仕方の良かったところについて見つけることが

できた。 

・サンパウロのパウリスタ通りやリオデジャネイロのコパカバーナ・ビーチな

どいろいろな場所について知ることができた。行ってみたくなった。 

・サンパウロ日本人学校の図書室や飼育小屋、リオデジャネイロ日本人学校の

人数や秘密の通路など、お互いの学校について知ることができた。まだずっ

とオンライン授業のため学校の様子を知らないサンパウロ日本人学校の１年

生が、リオデジャネイロ日本人学校の１・２年教室の様子を見ることで、学

校のイメージが少しできた。 

・「大きな声でスラスラ言えたのがすごい。」「大きな声でゆっくりと言って

くれたので聞きやすかった。」「聞こえにくい時は、もう一度言ってくれ

て、よくわかりました。」「人の目を見て、ちゃんと話してくれました。」

など話し方の良さを見つけられた。 

・相手の学校の子の名前を覚えて、下の名前で呼ぶこともあり、親しくなっ

た。サンパウロの児童から、「リオの１、２年生が入ってくれて、楽しかっ

たです。いい発表会になりました。」という感想もあった。一緒に活動する

楽しさが味わえた。 

 

     ◯ 校内でも協力：２年生が１年生にクイズづくりや発表のしかたなどのアドバ

イスをした。２年生もアドバイスすることで成長した。 

     ・サンパウロ日本人学校では、４月からオンライン授業だったので、１年生は

学校の様子やブラジルの様子がわからなかった。それで、クイズづくりを２

年生が手伝った。 

     ・２年生が、１年生に、発表の仕方について、大きな声でゆっくりと話すなど

の発表の仕方についてのアドバイスをした。２年生が、１年生の発表の仕方

について、良かった点について発表し、１年生もうれしそうだった。 
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     ◯ 手立ての工夫：発表する楽しさを感じ、相手の良さを見つけるための手立て

を工夫した。 

     ・この授業の流れや発表する児童の順番と名前、「ともだちのよいところを 

たくさんみつけて、じぶんもみんなも レベルアップできるかいにしよ

う！」というこの授業の目標をスライドで示しながら最初に説明したこと

で、子どもたちに聞くポイントを効果的に伝えられた。 

     ・クイズ発表の半分が終わったときに、この授業で発表する児童の名前を書い

たスライドを提示し、これまでの発表について振り返る時間を持ったことは

有効であった。 

 

＜課題＞ ◯ 子どもたちにとっての「身近な題材」を選択するのが難しい 

・子どもたちの振り返りの発言から、児童が興味を持つのは「学校に関係する

こと」が多かった。 

 

        ◯ オンライン授業と対面授業を合わせた授業形態の難しさ 

       ・SP は、全員が自宅からのオンライン授業であるが、本校は教室での対面授業

であった。 

     ・SPと同じように、1人１台の端末を使用したり、１つの教室で発表用と全体

用の２台の端末を使ったりしようとした。しかし、事前に試してみると、大

きな音でハウリングが起こったり、回線状況が悪くなり各端末が接続できな

かったりした。そのため、教室に１台のノートパソコンをテレビに接続して

合同授業を行った。 

・RJ は、カメラを 1台しか設置することができなかったため、自分が発表して

いる時は相手の様子が見えなかった。また、カメラから遠い児童の表情が読

み取りにくく、カメラから遠い教員に声をかけるタイミングが難しかった。

相手意識を持って話をさせる場面設定の難しさを感じた。⇒可能であれば、

リオでも一人一台で画面に映ったほうが、相手の表情を見ながら話すことが

できたかもしれない。 

・RJの児童はマスクをかけているので、表情が伝わらない難しさもあった。 

 

◯ 児童振り返りタイムの手立ての工夫が必要 

        ・1 授業８人～１０人がクイズを行い、４、５人が終わるごとに振り返りタイ

ムをとった。振り返りのときに、子どもたちが最初のクイズについて忘れてし

まっている様子があった。振り返りの前に、クイズの内容や絵を共有して思い

出させる時間が必要だった。 

・振り返りは、発表の仕方に関すること、内容に関すること、二つに分けて整理

して話をさせると、さらに深まりがあったのではないか。 
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②SP・RJ高学年部会合同授業「つながろう、サン・リオ発見プロジェクト」 

（RJ 小学３、４、６年（４名）、SP 小学５年 総合的な学習の時間） 
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４つのグループがブレイクアウトルームに分かれて活動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クイズについて、左の児童は、紙に他の人の意見を書いて話し合っている。右の児童は、 

画面共有している Googleスライドにクイズを作りながら話し合っている。 
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     【合同授業】 ８：２０〜９：００ 

１２月 ２日（水）SP・RJ合同授業①  オリエンテーション、調べるテーマを決める 

９日（水）SP・RJ合同授業② 調べる分担を決める 

１月２９日（金) SP・RJ合同授業③ 調べた内容の交流 

２月 ５日（金）SP・RJ合同授業④ 調べた内容の交流 

１０日（水）SP・RJ合同授業⑤ 研究授業 クイズを考える 

１９日（金）SP・RJ合同授業⑥ 発表会準備 

２６日（金）SP・RJ合同授業⑦ 発表会 

 

 

【１２月２日】児童のふりかえりアンケート（RJ）から 

 

１②今回の交流の目的はどんなことですか。 

 ＜あまり分からなかった＞ 

  ・良く分からなかった。 

 ＜分かった＞ 

  ・動物について 

  ・何をやるかを決めることです 

 ＜よく分かった> 

  ・サンパウロとリオデジャネイロの違いを調べること 

  ・サンパウロとリオデジャネイロの生徒たちが仲良くなれるようにする。 

  ・何を具体的に調べるかを消める 

 

 



 24 
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 26 

全員が、オンラインでの話し合いの難

しさと、コミュニケーションの 

工夫を意識している。 
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「多様な意見に触れるよさ」を 

感じている。 

全員が、次回の合同授業に 

意欲的である。 
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【２月１０日】研究授業 児童のふりかえりアンケートから 

 

 

 

 
 

 

 

    自分から進んでできた（４名） 

    少しだけ自分から進んで活動できた（２名） 

 

 

 

 

100

％ 

全員が、授業の目的を把握

できた。。 

全員が、 

とても楽しいと 

感じている。 

自主的にできたと

感じている。 
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 他の人が調べたことについて正しくわかりやすくクイズを考えられた。（４名） 

 他の人が調べたことについてクイズを考えられた。（２名） 

 
 他の人が考えたクイズについて、自分の意見（アドバイスなど）を言えた。（４名） 

 他の人が考えたクイズについて、自分の感想が言えた。（２名） 

 
 自分から積極的に他の人を手伝えた。（４名） 

 少しだけ他の人を手伝った。（２名） 

 

 
 

 

 

 

 

 

話し合いや協力ができた。 

サンパウロのことがもっと分かった。 

もっといいクイズを作り 

発表会に向けて準備を進める！ 
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【２月２６日】「つながろう、サン・リオ発見プロジェクト」発表会 

 児童のふりかえりアンケートから 

１２①「総合的な学習の時間」は好きですか。 

2/26（好き 60%、少し好き 40％）↑ 

11/13（好き 40%、少し好き 40%、少しきらい 20%） 

  ②それはどうしてですか。（理由） 

         ・授業で調べられないことが調べられるから。 

         ・いろいろなことを調べられるから。 

         ・他の会ったことのない子と一緒に学習できたから。 

         ・今回の目的は、全員で協力してできたから、楽しかった。 

         ・みんなと話し合えるから。 

    １３①友達と話し合ったり、力を合わせたりして学習することは好きですか。 

                         2/26（好き 80%、少し好き 20％） 

11/13（好き 80%、少し好き 20%） 

            ②それはどうしてですか。（理由） 

       ・話し合いが好きだから。 

       ・みんなと意見が合うとうれしいから。 

       ・相手がどんな意見をもっているのか知れるし新しい友達ができるから。 

       ・自分だけでは、分からなかったことも、友達と話し合ったりすると、分

かるようになるから。 

       ・自分とは違う意見が出るから。 

    １４①友達と話し合ったり、力を合わせたりして学習することは、今、自分でで

きていると感じますか。 

2/26（できていると感じる 60%、できていると少し感じる 40%）↑ 

11/13（できていると感じる 60%、できていると少し感じる 20%、 

できているとあまり感じない 20%） 

      ②それはどうしてですか。 

        できていると感じる理由 

         ・話が合うから。 

         ・今回の総合では、たくさん話し合っていろいろ決めたから。 

         ・協力してたくさん調べた。 

        できていると少し感じる理由 

         ・あまり話せなかったけど協力できた。 

         ・話して進まなかったら、ぼくが自分から言う時がたまにあるから。 

    １６①サンパウロのことをどのくらい知っていますか。 

2/26（よく知っている 40%、少し知っている 60%）↑ 

11/13（少し知っている 40%、あまり知らない 20%、 

ほとんど知らない 40%） 

        ②それはどうしてですか。（理由） 

          よく知っている理由 
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           ・このサンパウロ日本人学校の人たちと一緒に調べたから。 

           ・たくさん行ったことがあるから。 

          少し知っている 

           ・今回の総合で、サンパウロの人たちは、サンパウロのカーニバルの

ことを調べてきてくれたから。 

           ・日本人街があると聞いている。 

           ・一回行ったことがあるし、サンパウロのご飯も食べたことがあるか

ら。 

       １７ 12 月２日からサンパウロ日本人学校の５年生とリオデジャネイロ日本

人学校の３、４、６年生が、いっしょに協力して、話し合いながら「つな

がろう、サン・リオ発見プロジェクト」の活動をしてきました。活動全体

をふりかえり、この活動をしてよかったことや感じたこと、考えたことな

どについて書きましょう。 

          ・みんなで話し合いや協力ができた。 

          ・◯◯くんと◯◯くんと自然グループができてよかった。 

          ・ぼくはカーニバルのことが全然知らなかったけどこの活動をやって

みてほとんど分かりました、なのでもう一度やってみたらリオのこ

とをもっと知れます。 

          ・「つながろう、サン・リオ発見プロジェクト」の活動をしてきて、

「協力してやる」というのは、楽しいし、大切なことなんだと思いま

した。 

          ・今まで以上にサンパウロやリオデジャネイロのことを知れたこと。 

 

＜成果＞◯ 相手意識をもって活動できた。 

     ・本校の総合的な学習の時間に、「つながろう、サン・リオ発見プロジェク

ト」で、サンパウロ日本人学校の５年生といっしょに協力して活動するに

は、どんなことをテーマにすればよいかを話し合うことができた。 

     ・合同授業のグループ活動で、相手に情報や意見を伝えるだけでなく、相手が

調べたことを聞いたり、まとめ方を見たりすることで、お互いに学び合うこ

とができた。 

     ・グループのメンバーと共有しているスライドを見ることで、合同授業以外で

も活動状況がわかり、合同授業では、そのスライドをもとにして話し合うこ

とができた。 

 

◯ コミュニケーション力が少しずつ高まってきた。 

 ・最初、相手校の児童と話すことに消極的な傾向も見られたが、遠隔では、よ

りコミュニケーションに、工夫や努力が必要だと考えている。 

・クイズの内容や順番などを話し合ったり、発表会の準備を進める場面では、

子どもたち同士で積極的に話し合えるようになってきた。 
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◯ サンパウロやリオデジャネイロについてより知ることができた。 

 ・サンパウロのことについて、１１月には、「あまり知らない」「ほとんど知

らない」と答えた児童が６０％いたが、２月の発表会後のアンケートでは、

「よく知っている」「少し知っている」が１００％になった。この活動を通

して、児童は、サンパウロのことを以前より知ることができたと感じてい

る。また、自分たちのすむリオデジャネイロについても自分で調べたり、他

の人が調べた内容についての発表を聞くことにより、もっと知ることができ

たと感じている。 

 

◯ 相手の学校の児童と話しやすくなった。 

 ・合同授業を重ねるにつれ、グループでの話し合いもできるようになり、下の

名前で呼び合うようになるなど親しくなってきた。 

 

◯ プレゼンを作るなどの ICT技能が高まった。 

 ・情報検索、Googleスライドの作成・編集などの技能が高まった。いろいろな

教科学習や行事などでも Googleスライドを使い、上手にまとめたり、プレゼ

ンしたりできるようになってきた。 

 

＜課題＞◯ もっとコミュニケーション力を高めることが必要である。 

     ・自分の意見を言ったり、相手の話を聞いたりすることは段々とできるように

なってきたが、話し合いをしてまとめていく力は、子どもたちも自信が無

く、十分ではない。 

→経験を重ねるだけでなく、話し合いのスキルを高める活動を国語を中心と

して、いろいろな学習や行事などの活動で行う。もっとコミュニケーショ

ン（聞く、話す、話し合う）力を高める必要がある。 

 

    ◯ もっと、子どもたちだけでの話し合えるようにしたい。 

          ・もっと子どもたちの関係性を深め、話し合いのしやすい雰囲気づくりが必要

である。 

      →本年度は１２月から、SPの５年生との交流を始めたが、来年度は、年度当

初から交流を始めたい。 

・話し合う目標や内容、方法がまだ不明確であるから、子どもたちの話し合い

が進みにくい。 

→合同授業の回数を増やすだけでなく、話し合う必然性のある場面を設定す

ると、より活発に話し合える。話し合いの目標や内容、方法について工夫

が必要である。 

 

     ◯  「調べ、まとめ、発表する」活動から、「発信する、行動する」をめざす。 

      ・今年度の総合的な学習の時間は、合同授業で、「調べ、まとめ、発表する」

活動をした。しかし、「発信し、行動する」活動まではできなかった。 
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→来年度は、それを発展させて、「調べ、まとめ、発表する」だけでなく、

「発信する、行動する」をめざして、計画的に取り組みたい。 

 

        ◯ 総合的な学習の時間だけでなく、他でも合同で取り組めることがある。 

      ・総合的な学習の時間で SPと協力して活動できたが、他の教科の学習でも効的

に合同授業を工夫する必要がある。 

      →話し合いや合同授業が有効な場合について、教科の学習や道徳などいろい

ろな授業で取り組みたい。 

      →合同授業だけではなく、日頃授業でも合同授業を意識したり、合同授業の

体験を生かしていくことができるのではないか。 

 

 

③SP・RJ中学校部会合同授業「新型コロナウイルス調べ」 

（RJ中学１年、SP中学１・２年 総合的な学習の時間 

 

目標： 

（単元）◯発表会を行い、プレゼンテーション能力を高める。 

   ◯サンパウロ日本人学校と協働して調べ学習を行い、協働的な学びを深める。 

 

活動：６つの班に分かれて、個々に調べることを決め、班で調べ方や調べた内容の情

報交換をしたり話し合ったりしてまとめ、班ごとに全体の発表会で発表する。 

   １班 感染状況（生徒 SP:２名、RJ:中学１年１名）担当：RJ石井、渡邉 

   ２班 感染状況      （SP:２名）担当：SP真柄 

      ３班 他の感染症    （SP:３名）担当：SP竹治 

 

    ４班 コロナ禍の生活（SP:２名）担当：SP金子 

    ５班 治療法        （SP:２名）担当：SP太田 

    ６班 コロナ禍の経済（SP:２名）担当：SP松本 

 

    二学期中：班ごとにテーマを決め、個々で調べる内容を決める。 

 

  夏休み中（12 月下旬〜１月初旬）：個々で調べる。 

 

  １月１５日（金）8:20〜9:00 班活動① 班で Googleスライドの作成を進める。 

    ２２日（金）8:20〜9:00 班活動② 〃 

    ２９日（金）8:20〜9:00 班活動③ 〃 

  ２月 ５日（金）8:20〜9:00 班活動④ 〃 

    １０日（水）8:20〜9:00 班活動⑤ 発表練習 

    １９日（金）8:20〜9:00 全体会  研究授業 発表会 
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 本校の生徒は、１班の「感染状況」グループに所属し、アジア州の日本やインド、台湾、シ

ンガポール、インドネシア、中国、韓国、トルコ、イラン、アラブ首長国連邦などの感染状況

や死亡者数について調べた。 

サンパウロ日本人学校の同じグループの生徒（２名）は、ヨーロッパ州（イギリス、ドイ

ツ）、北アメリカ州（アメリカ合衆国）、南アメリカ州（アルゼンチン）について調べた。 

それぞれ調べたことやまとめたことについて、情報交換するとともに、どのように調べる

か、どのようにまとめるかを話し合って、１班のグループ発表を行った。 
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班活動の様子 

 

発表会のスライド① 
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発表会のスライド②（表：アジア州の感染者数） 

 

発表会のスライド②（グラフ：アジア州の感染者数） 
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＜成果＞ ◯  1 人の学級のため、多くの生徒と話し合う機会があった。 

      ・サンパウロ日本人学校の生徒との交流を通して、中学生同士で話し合う経

験ができた。緊張感をもって話したり、遠隔で伝えるための工夫をしたり

できた。 

      ・班活動で、だんだんと親しくなり、いっしょに情報を伝えあったり、話し

合いをすることで、相手の聞き方、話し方、話し合い方などを参考にし

て、自分の聞き方、話し方などのコミュニケーション力を高めることがで

きた。 

     ◯ 調べるサイトの情報を共有し、表やグラフでまとめるなど、アドバイスをも

らいながら活動できた。 

      ・最初は、別のサイトで感染者数を調べていたが、同じサイトで調べる方が

良いと話し合い、情報源の統一をして、出典をはっきりさせることができ

た。 

      ・調べたことのまとめ方として、情報をバラバラに提示するのではなく、表

にして整理することやグラフにして見やすくすることを話し合った。 

      ・単に感染者数を比較するだけでなく、人口あたりの感染率を比較すること

で、国の感染状況を比較できることに話し合いで気づいた。 

     ◯ 発表会で、学び合うことができた。 

・自分の班の発表を聞いてもらうだけでなく、他の班の発表を聞くことで、

「新型コロナウイルス」についてのいろいろな情報を知ることができた。 

・サンパウロ日本人学校の生徒と質問や感想を交流することで、多様な意見

に触れることができた。 

・その発表の仕方やまとめ方、質問や意見を言い合う様子を見たり聞いたり

することで、コミュニケーションの仕方について学ぶことができた。  

 

＜課題＞ ◯ 基礎となる力を高めていくこと。 

      ・コミュニケーション力を高めていくには、国語科を中心としたコミュニケ

ーションのスキルを高める学習と同時に学習を意欲的に進めていく基礎的

な力を高めていく必要がある。 

      ・遠隔での活動を自主的に進めていくには、ICT を活用して「情報を検索す

る、読み取る、選択する、まとめる」ための力と「情報を発信する、コミ

ュニケーションする」ための力が必要である。ICT を活用した情報活用能

力を高めていく必要がある。 

       →基礎学力、コミュニケーションスキル、情報活用能力を計画的、効果的

に高めていきたい。 

 

     ◯ 発表前には、他の班の内容や進捗状況が分からない。 

      ・各班内では、合同授業でそれぞれが情報共有できたが、他の班の内容や進

捗状況については、発表会前には分からなかった。そのため、自分の班の



 38 

内容と重ならないかとか、関連はどうなっているかがわからなかった。ま

た、まとめ方などが参考にできなかった。 

→他の班の調べた内容やまとめ方について分かるように、共有フォルダを

作って、調べた内容やプレゼン資料について情報共有したり、中間発表

を行って、班の状況を報告し合うなどの方法もあるのではないか。 

 

 ◯ 総合的な学習の時間だけでなく、他の合同授業も増やしていきたい。 

  ・今回の総合的な学習の時間の合同学習は、多くの成果があった。また、国

語科の合同授業などの活動も数回できた。しかし、他の授業でも、合同授

業が有効ではないか。 

      →総合的な学習だけでなく、他の授業でも合同授業が有効かどうか検討

し、できるだけ実施できるようにしていく。 

   →サンパウロ日本人学校の先生方と協力して、合同授業の目標や内容、方

法について工夫していく。 

 

Ｂ 外部講師による職業人講話 

 

   日時：令和２年１０月 ７日（水）リオデジャネイロの日系企業の方による講話 

          １０月１４日（水）在リオデジャネイロ日本国総領事館の方による講話  

 

   目標：（１）働いている人から直接話を聞くことを通して、働くことの意義や勤労の尊

さを体得させるとともに、働く人々の思いや考えを直接聞くことで、職業に

対する興味・関心を高める。 

       （２）これからの生活での目的意識をもたせるとともに、将来に向けてのより明

確な進路希望や今後のより良い進路設計を考える態度をはぐくむ。 

       （３）これからの進路設計に生かしていくために、職業に求められる資格や、実

際に必要とされる知識や技能について理解させる。 

       （４）働いている人との交流を通して、社会人としての基本的なマナーや言葉づ

かいを身に付けさせる。 

 

＜成果＞ ◯ 職業人から、仕事に関すること（仕事内容、仕事についた理由、必要な資格、

知識・技能、やりがいや苦労）とこれからの学校生活で取り組むべきことにつ

いての話を聞き、直接に質問をして、自分の知りたいことを聞けたこと。 

   ◯ この機会を通して、聞く態度や質問の仕方などのマナーを身につけることがで

きた。 

  ◯ 後日、本校のリオタイム発表会（総合的な学習の時間の発表会）で、聞いた内

容などをまとめて、発表することがきた。 
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＜課題＞ ◯ オンラインでの講話で得たことも多いが、直接、職場で話を聞くことができれ

ば、その職場の雰囲気を感じたり、より詳しく質問したり、他の方にも話を聞

くことができたのではないか。 

 

 

Ｃ 本校の授業や行事 

 

 ①入学式（式場と控室、各家庭を接続） 

 ②オンライン授業（全員が１人１台の端末で各家庭から接続） 

 ③オンライン授業（対面授業と１家庭を接続）児童生徒が、一時帰国や自粛期間で自宅にい

る場合 

 ④オンライン授業（教室にいる児童と教員を接続）教員が、一時帰国や自粛期間で自宅にい

る場合 

 ⑤オンライン授業（３つの教室を接続）児童会、委員会など 

 ⑥オンライン授業（４つの教室と各家庭を接続）リオタイム報告会 

 ⑦SP・RJ低学年部会合同授業（対面授業とオンライン授業を接続） 

 ⑧SP・RJ高学年部会合同授業（４つの教室とオンライン授業を接続） 

 

【各環境設定、課題と工夫】 

 

①入学式（式場と控室、各家庭を接続） 

 

  ＜配置図＞

 

 

 

] 
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②オンライン授業（全員が１人１台の端末で各家庭から接続） 

  ＜配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇通信が切れた場合は、電話や SNSで保護者と連絡を取り合い、様子を聞いた。 

◇動画など回線に負荷のかかるコンテンツは、授業後に宿題などで各自で見るようにした。 

◇ヘッドフォンやマイクを使用して、他の人の声などがじゃまにならないようにした。 

 

③オンライン授業（対面授業と１家庭を接続）児童生徒が、一時帰国や自粛期間で自宅にいる

場合 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

     ・対面授業の教室のみんなの声がノートパソコンのマイクでは入りにくい。 

    →コミュニケーションマイク・スピーカーを接続すると、みんなの声が入りやすく、 

     家庭から接続している児童の声が聞こえやすかった。 
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④オンライン授業（教室にいる児童と教員を接続）教員が、一時帰国や自粛期間で自宅にいる

場合 

 

  ＜配置図＞ 

  

＜課題と対策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜課題と対策＞ 

・児童全員の様子が見えにくい。 

       →教室の PC の方向と角度の調節と、児童の席の配置を工夫する。 

        先生に見せるときは、PC の前に出てくる。 

・児童の声が聞こえにくい。 

      →コミュニケーションマイク・スピーカーを接続すると、児童の声が聞こえやすくなっ

た。 

・児童の作業の様子が把握できない。 

      →教室の児童が各自で iPadをもち、zoom に接続する。オーディオは使用しない。 

 

⑤オンライン授業（３つの教室を接続）児童会、委員会など 

  ＜配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜課題と工夫＞ 

   ・教室や廊下に声が響き、ハウリングしやすい。（新型コロナ対策のため、ドアは開け

ている。） 

    →できるだけ離れた教室を使用する。 
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    →マイクに近づき、少し小さめの声で話す。 

    →オーディオは使用せず、聞こえる程度の声で話す。 

 

 ⑥オンライン授業（４つの教室と各家庭を接続）リオタイム報告会 

  ＜配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ＜課題と工夫＞ 

   ・直接声がひびいて届くと、ハウリングを起こす。 

    →違う階の教室を使ったり、できるだけ教室を離した。 

   ・アンケート（感想など）をワークシートに手で書かせるか Googleフォームで作って

iPadなどに記入させるか、検討した。 

→各児童と教員は zoom に接続しない iPad等を持ち、Googleフォームで作ったアンケ

ートに、発表が 1 人終わるごとに３分とり、記入して、最後に全体の感想を書いて、

送信した。保護者にもアンケートに協力いただいだ。記入がスムーズで、紙のアンケ

ートより、集計が早く、子どもに早くフィードバックできた。 

 

 ⑦SP・RJ低学年部会合同授業（対面授業とオンライン授業を接続） 

  ＜配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜課題と工夫＞ 

   ・児童発表用に iPadを１台、zoom に接続しようと考えたが、ハウリングしたためでき

なかった。 
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     →教室の前のノートパソコンのところまでいって、児童が発表した。 

      1 人１台の iPadを机に用意できるように工夫したい。 

    ・マスクをつけているので、声が聞こえにくく、表情が分かりづらい。 

 

 ⑧SP・RJ高学年部会合同授業（４つの教室とオンライン授業を接続） 

  ＜配置図＞ 

 
 

  ＜課題と工夫＞ 

   ・1 人１台の iPadを使いたかったが、インターネット回線状況が悪く、つながらなかっ

たり、途中で接続が切れたりすることがあった。 

    →できるだけ、インターネット回線の負荷を下げるために、１教室１台だけを zoom に

接続した。 

   ・多くの iPadや PC を１つの教室で zoom に接続すると、ハウリングを起こしやすい。 

    →教室で１台だけは、オーディオを接続し、他はオーディオ接続しないようにすると、

ハウリングはあまり起こらなかった。 
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＜遠隔研修＞ 

 Ｄ サンパウロ日本人学校との担当者会議、合同研修会、各部会での話し合い 

    ①SP・RJ合同担当者会議 

   共通の研究主題「多様性を受け入れ、柔軟で豊かなコミュニケーション力をもち、協働

できる子どもの育成」を設定し、合同研修会を計画し、各部会での合同授業や研究授業、

交流授業の方針等を話し合った。 

②SP・RJ合同研修会 

  両校の全員で、研究主題を確認し、研究について共通理解するともに、各部会で話し合

う機会となった。 

③SP・RJ各部会（低学年部会、高学年部会、中学校部会） 

    各部会で教育についての情報交換をするとともに、遠隔合同授業、研究授業、交流授業

について話し合い、実践した。 

 

 Ｅ サンパウロ日本人学校との相互の授業見学 

 共有サーバーに、両校の時間割表を入れて情報共有して、オンラインでの授業見学をし

た。授業の方法や子どもたちの様子など、学ぶことが多かった。見学していただいた先生

に授業の一部に参加していただくこともあった。授業見学をきっかけに、交流授業を行っ

たこともある。 

 

 Ｆ AG5 の４校合同研修会 

   後藤先生のコーディネート、岸先生からのご指導により、ピラミッド図などの思考ツー

ルやグラフィックレコーディングなどについて研修したことや、サンパウロ日本人学校だ

けでなく、サンホセ日本人学校やアグアスカリエンテス日本人学校の先生方から学ぶこと

が多かった。 

 

Ｇ 自校でのオンライン授業や行事についての情報交換、話し合い、研修等 

  コロナ禍で、4月から自校のオンライン授業が始まり、いろいろな課題が出てきたが、そ

の都度、校内の先生方の情報交換や話し合いなどで解決していった。行事についても、オン

ラインを活用して、どのような方法でできるかを話し合い、試行錯誤しながら、実施するこ

とができた。 

＜課題＞ 

・４月から１０月中旬まで、全員が自宅などからのオンライン授業であったため、職員室で

会話するように、すぐには情報共有したり、問題解決をすることができなかった。 

→毎日の職員打ち合わせや職員会議に加え、遠隔教育に関する校内での情報交換の方法と

して「ＰＭIＱシート」を共有した。「ＰＭIＱシート」は、Googleスプレッドシート

で作成した。本校の教員で、遠隔授業に関する、「Ｐ（良い・分かったこと）、Ｍ（課

題）、Ｉ（面白い・工夫）、Ｑ（問い）」や「連絡板」に自由に記入し、情報を伝え

たり、意見を交換したりするために使用した。これは、サンホセ日本人学校の実践を参

考にした。１週間ごとに１シートとし、教員が、困った時や、解決方法が分かった時、
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共有する情報がある時などに書き込めたので、オンライン授業をみんなで実施する上

で、有効だった。 

 
 

・本校では、小学部も教科担任制なので、オンライン授業でも、毎時間、別の授業に接続

し直す必要がある。毎時間、会議 IDとパスワードを入れるのは大変である。 

→エクセルを使って、授業のセルをクリックするとその授業に接続できるように、ハイ

パーリンクを設定した。そして、学年ごとの時間割表を作り、保護者にメールで添付

して送信し、利用してもらった。児童や生徒が 1 人で各授業に接続できるようになっ

た。 
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７．まとめ 

 本年度は、新型コロナの影響で、４月から本校では、オンライン授業を実施することになっ

た。前年度からの積み上げもあり、遠隔授業を早期に開始することができた。サンパウロ日本

人学校と一緒に、研究主題「多様性を受け入れ、柔軟で豊かなコミュニケーション力をもち、

協働できる子どもの育成」を決定し、３つの部会に別れて合同授業を行うなどの実践ができ

た。子どもたちは、いろいろな意見を聞いて、話し合う機会が増えてきたことにより、少しず

つではあるが、多様性を受け入れ、柔軟で豊かなコミュニケーション力を高めていっている。 

 また、数多くのオンライン授業をする中で、さまざまな遠隔授業の形態を行い、いろいろな

課題が見えてきた。その一つ一つについて改善策を工夫していった。 

 今年度の本校の課題として、「子どもも教員も、もっと人間関係づくりが必要である」「相

手に言う側の体験はできたが、みんなの話をまとめる側の体験は不十分である」「合同授業で

の活動が、調べて、まとめて、発表する活動で終わっている」「協働する場面づくりが不十分

ではないか」などが挙げられる。 

８．次年度の計画 

 ２年間の研究実践を踏まえて、サンパウロ日本人学校との合同授業を柱に、遠隔授業や遠隔

研修について、研究実践していきたい。 

 例えば、 

・朝の会など、ちょっとした時間の交流や、いろいろな教科等での合同授業をすること。 

  ・総合的な学習の時間で、話し合い、まとめて、発表することから発信、行動につながる

活動をすること。 

  ・遠隔授業についての情報やアイデアの交流をすること。   

  ・日頃から子どもたちが話し合う機会を多くして、遠隔授業と対面授業と両方で、コミュ

ニケーション力を高め、協働できるようしていくこと。 

などである。 

  

 研究の３年目（最終年度）のまとめとして、他の学校でも使えるプログラム開発を、サンパ

ウロ日本人学校と連携し、海外子女教育財団や岸先生のご指導やサポートしていきたい。 

     

＜来年度の合同研究、合同研修の計画＞ 

 ４月 合同研修①：顔合わせ（全体、部会）、研究主題の共通理解、総合的な学習の計画に

ついて 

 ５月 合同研修②：合同授業、研究授業について（各部会で、実施月、教科等の決定） 

 ８月 合同研修③：合同授業、研究授業について（準備等） 

９月 合同研修④：合同授業、研究授業について（準備、または振り返り） 

１０月 合同研修⑤：合同授業、研究授業について（準備、または振り返り） 

１１月 合同研修⑥：合同授業、研究授業、本年度の研究についての振り返り、まとめ 

 ２月 合同研修⑦：合同研修：来年度の計画等 
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９．所感 

 今年度は、コロナ禍と言うこともあり、まず、自校でのオンライン授業やオンラインでの行事に取り組

んだ。教員みんなで試行錯誤しながらではあったが、昨年度の実践研究が基礎となり、４月当初からオ

ンライン授業をスタートさせることができた。「学びを止めない」でオンラインで１０月中旬までのオンライ

ン授業を続けられた。 

子どもたちが学校に登校できるようになってからも、新型コロナウイルス感染を防ぐために、子どもた

ちをいくつかの教室に分けオンラインで話し合ったり、各家庭と学校を結んでのオンライン行事を実施

したりした。 

また、サンパウロ日本人学校との連携では、共通の研究主題を決め、３つの部会で合同授業、研究

授業を実施できた。子どもたちは、自校のオンライン授業とサンパウロ日本人学校との合同授業で、オ

ンラインで「しっかり聞く」「しっかり話す」ことと、「話し合う」ことを経験できた。他の人といっしょに話し合

う楽しさを体験できた。次に、いっしょに話し合い、行動する楽しさも味わわせたい。 

 

しかし、接続形態も様々で、何をやるにしても、初めてのことが多く、話し合いや実験など試行錯誤の

連続だった。課題も数多くあるが、その数多くの課題を見つけられたことやみんなで考え、行動できたこ

とが成果だった。教員が意見を交換し、学び合うことができた。これを他の学校でも生かしてもらえる形

にしたい。 

 

AG5 研究の３年次には、今まで２年間の実践や研究を生かして、サンパウロ日本人学校との連携を

より深めながら、学校全体で協力して、子どもたちのために、より充実した実践、研究をしていきたい。 

 

 


